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(57)【要約】
【課題】、長期にわたる使用においてもフィルターを目詰まりさせることなく安定した吐
出ができるインクジェット装置を提供すること。
【解決手段】インク、及び該インクを供給するインク供給路中に設けられたフィルターを
具備してなるインクジェット装置であって、前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶
媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該
インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満であり、前記フィルターは、水に対する前進接触
角が１００°以下であることを特徴とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インク、及び該インクを供給するインク供給路中に設けられたフィルターを具備してな
るインクジェット装置であって、
　前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的
表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満で
あり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒の含有量が５ｗｔ％～５０ｗｔ％であり、
　前記フィルターは、水に対する前進接触角が１００°以下であることを特徴とするイン
クジェット装置。
【請求項２】
　インク、及び該インクが通液するフィルターを具備してなるインクジェット装置であっ
て、
　前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的
表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満で
あり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒の含有量が５ｗｔ％～５０ｗｔ％であり、
　前記フィルターは、水に対する前進接触角が１００°以下であることを特徴とするイン
クジェット装置。
【請求項３】
　前記インクを充填する充填部を具備してなることを特徴とする請求項１または２に記載
のインクジェット装置。
【請求項４】
　前記インクは、前記溶存酸素量が０．９ｍｇ／Ｌ以上２．２ｍｇ／Ｌ以下であることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のインクジェット装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載のインクジェット装置を用いてインク滴を連続して吐
出させ記録媒体に画像を形成することを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項６】
　インク供給路中に設けられたフィルターを具備してなるインクジェット装置に用いられ
るインクであって、
　前記フィルターは、水に対する前進接触角が１００°以下であり、
　前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的
表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満で
あり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒の含有量が５ｗｔ％～４０ｗｔ％であることを
特徴とするインク。
【請求項７】
　インクが通液するフィルターを具備してなるインクジェット装置に用いられるインクで
あって、
　前記フィルターは、水に対する前進接触角が１００°以下であり、
　前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的
表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満で
あり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒の含有量が５ｗｔ％～４０ｗｔ％であることを
特徴とするインク。
【請求項８】
　前記顔料は、自己分散型顔料、もしくは分散剤分散型顔料であることを特徴とする請求
項６または７に記載のインク。
【請求項９】
　前記顔料が、ピグメントブルー１５：３、ピグメントレッド１２２、ピグメントイエロ
ー７４またはカーボンブラックのいずれかを含むことを特徴とする請求項６乃至８のいず
れかに記載のインク。
【請求項１０】
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　前記水溶性有機溶媒が、多価アルコール、多価アルコールアルキルエーテル、多価アル
コールアリールエーテルまたはアミンのいずれかを含むことを特徴とする請求項６乃至９
のいずれかに記載のインク。
【請求項１１】
　前記水溶性有機溶媒が、グリセリンおよびジエチレングリコールから選ばれる少なくと
も一つを含むことを特徴とする請求項１０に記載のインク。
【請求項１２】
　前記動的表面張力が３７ｍＮ／ｍ以下であることを特徴とする請求項６乃至１１のいず
れかに記載のインク。
【請求項１３】
　前記溶存酸素量が０．９ｍｇ／Ｌ以上２．２ｍｇ／Ｌ以下であることを特徴とする請求
項６乃至１２のいずれかに記載のインク。
【請求項１４】
　顔料、水および水溶性有機溶媒を含むインクであって、
　寿命時間１５ｍｓにおける動的表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該インク中
の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満であり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒の含有量が５
ｗｔ％～４０ｗｔ％であることを特徴とするインク。
【請求項１５】
　前記顔料は、自己分散型顔料、もしくは分散剤分散型顔料であることを特徴とする請求
項１４に記載のインク。
【請求項１６】
　前記顔料が、ピグメントブルー１５：３、ピグメントレッド１２２、ピグメントイエロ
ー７４またはカーボンブラックのいずれかを含むことを特徴とする請求項１４または１５
に記載のインク。
【請求項１７】
　前記水溶性有機溶媒が、多価アルコール、多価アルコールアルキルエーテル、多価アル
コールアリールエーテルまたはアミンのいずれかを含むことを特徴とする請求項１４乃至
１６のいずれかに記載のインク。
【請求項１８】
　前記水溶性有機溶媒が、グリセリンおよびジエチレングリコールから選ばれる少なくと
も一つ以上を含むことを特徴とする請求項１７に記載のインク。
【請求項１９】
　前記動的表面張力が３７ｍＮ／ｍ以下であることを特徴とする請求項１４乃至１８のい
ずれかに記載のインク。
【請求項２０】
　前記溶存酸素量が０．９ｍｇ／Ｌ以上２．２ｍｇ／Ｌ以下であることを特徴とする請求
項１４乃至１９のいずれかに記載のインク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット装置、インクジェット記録方法およびインクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェットプリンターは低騒音、低ランニングコスト、カラー印刷が容易であるな
どの利点を有することから、デジタル信号の出力機器として近年急速に普及している。
　各種の水溶性染料を水、又は水と有機溶剤との混合液に溶解させた染料系インクが使用
されているが、染料系インクは色調の鮮明性には優れているものの耐光性に劣るという欠
点があり、耐水性、耐候性の点で染料のものより優れる顔料を用いたインクが用いられて
いる。
　しかし、顔料インクには染料インクと異なり、インク中に分散状態が不安定な顔料粒子
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が数多く存在しているため、顔料粒子の凝集物が発生し、ノズルが目詰まりし、正常な吐
出が妨げられるという問題があった。このような問題に対し、インク供給部とインク吐出
部の間にフィルターを設けることが提案されている。
【０００３】
　しかしながら、近年のインクジェットプリンターの分野においては、高画質化及び高速
化に対する要求が著しく、これを達成するために、インク飛翔手段であるノズルが小径化
される傾向にある。
　このため、前記フィルターの径も、従来のフィルター径と比較してかなり微細な径とな
ってきている。
　その結果、前記フィルターが目詰まりを起こしやすくなり、インクがノズルに到達する
際の圧力損失が大きくなり、吐出が不安定になってしまうという問題が残っていた。
【０００４】
　これに対し、長期的な信頼性を確保するためにフィルターに関して様々な提案がなされ
ている。
　例えば、特許文献１（特開平９－１８７９５５号公報）には金属繊維からなる焼結不織
布を使用する方法が、特許文献２（特開平９－１０９４１１号公報）には金属繊維を綾畳
織してなるフィルターを使用する方法が、特許文献３（特開２００５－３２４４４４号公
報）には平坦な金属板に多数の微細孔を貫通させて形成されてなるフィルターを使用する
方法が提案されている。
　一方、インク側の工夫としては、例えば特許文献４（特開２００６－０７０１０５号公
報）にはインクにアミノプロパンジオールを添加することにより、顔料の分散安定性が向
上することが、特許文献５（特開２００４－２０４０７５号公報）には特定の構造の防腐
剤を添加し、インク中の異物の発生を防ぐことが、特許文献６（特開２００９－１７３８
２９号公報）にはインク中に含まれる有機溶剤の種類と水溶性樹脂の含有量を規定するこ
とによってフィルターの目詰まりを起こさないインクが開示されている。
　しかし、それでもなお、長期にわたる使用によって経時でフィルターの目詰まりが発生
し、圧力損失が増大してしまうという問題は解消されずに残っているという問題があった
。
【０００５】
　さらに、特許文献７（特開２００１－３０２９５１号公報）には、長期的にフィルター
を目詰まりさせず、かつ高品質な画像品質が得られるインクを得ることを目的として、イ
ンク中の顔料種、インクの表面張力、普通紙に対する接触角、粗大粒子数を規定したイン
クジェット記録用インクが開示されている。
　しかしながら、特許文献７に開示されているインクでは、フィルターにインク中の粗大
粒子が堆積していくというフィルター抵抗上昇メカニズムについてしか考慮されていない
。このため、特許文献７ではインクとフィルターのどのような特性値を抑えれば長期的な
インク通液性能に寄与するのかという点について充分な検討が為されておらず、かかる点
についての知見が得られるものではない。
　即ち、インクの物性とフィルターの濡れ性についての充分な検討が為されてこなかった
ので、画像品質を確保しつつ、長期にわたって目詰まりを起こすことなく安定した吐出が
可能なインクジェット記録装置が得られていないという問題は依然として解消できていな
い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、以上の従来技術における問題に鑑みてなされたものであり、長期にわたる使
用においてもフィルターを目詰まりさせることなく安定した吐出ができるインクジェット
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上記課題を解決するための本発明に係るインクジェット装置は、インク、及び該インク
を供給するインク供給路中に設けられたフィルターを具備してなるインクジェット装置で
あって、前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおけ
る動的表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ
未満であり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒の含有量が５ｗｔ％～５０ｗｔ％であり
、前記フィルターは、水に対する前進接触角が１００°以下であることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、長期にわたる使用においてもフィルターを目詰まりさせることなく安
定した吐出ができる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明に係るインクジェット装置は、インク、及び該インクを供給するインク供給路中
に設けられたフィルターを具備してなるインクジェット装置であって、前記インクは、顔
料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的表面張力が３０ｍＮ
／ｍ以上であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満であり、前記フィルタ
ーは、水に対する前進接触角が１００°以下であることを特徴とする。
【００１０】
　次に、本発明に係るインクジェット装置、インク供給ユニットおよびインクジェット記
録方法について説明するに先立ち、本発明者らが本発明を完成するに至るまでについて以
下に説明する。
　なお、以下、インクジェット装置をインクジェット記録装置と称して説明する。
【００１１】
　本発明者らは鋭意検討の結果、長期的に安定した吐出ができない、すなわち長期にわた
る使用においてフィルター抵抗が上昇してしまう原因が、フィルターの濡れ性に起因して
いることを突き止めた。
　初期の段階で、インクがフィルターを充分に濡らすことができなかった場合、インクは
通過しやすいところを通ろうとするため、そのままフィルターが機能する有効面積が想定
より低くなってしまう。
　また、水性インク中には、たとえ予め脱気処理が施されていても、ある程度の空気が含
まれる。
　フィルターの濡れ性が充分でなかった場合、インク中の空気はフィルターに徐々に蓄積
され、有効面積を縮めていく。
【００１２】
　このような２通りのメカニズムにより、インクが通るべきフィルターの面積は設計者が
想定していたよりも低くなってしまい、狭い面積のフィルターに大量のインクが流れ続け
ることになってしまう。
　この結果、フィルターの抵抗は経時で増加しやすくなってしまうという問題があること
を本発明者らは知見した。
【００１３】
　このようなフィルターの濡れ性の問題に対してインクの動的表面張力を下げるという解
決手段も考えられるが、インクの動的表面張力を際限なく下げていくと、吐出されるべき
インクがノズル面に濡れ広がってしまい、まともに吐出できなくなってしまう。このため
、インクの動的表面張力を下げるという解決手段は、インクジェット用インクとして致命
的な欠陥を抱えてしまうため、現実的ではない。
　また、インクとしての吐出安定性に加え、画質を維持するための紙面上での挙動を制御
する観点から、インクの動的表面張力は寿命時間１５ｍｓで３０ｍＮ／ｍ以上である必要
がある。
　したがって、これらを維持しつつ、長期的なフィルター通液性を確保するためにはフィ
ルター側の表面エネルギーを下げる必要があり、水に対する前進接触角が１００°以下で
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あるとき良好なフィルター通液性が確保できることを本発明者らは見出し、本発明を完成
するに至った。
【００１４】
　次に、本発明に係るインクジェット装置、インク供給ユニットおよびインクジェット記
録方法についてさらに詳細に説明する。
　尚、以下に述べる実施の形態は、本発明の好適な実施の形態であるから技術的に好まし
い種々の限定が付されているが、本発明の範囲は以下の説明において本発明を限定する旨
の記載がない限り、これらの態様に限られるものではない。
【００１５】
＜インク＞
　本発明に係るインクジェット装置が供給（吐出）するインクは、顔料、水および水溶性
有機溶媒を含み、さらに必要に応じて界面活性剤、浸透剤、消泡剤、ｐＨ調整剤、防腐防
黴剤、防錆剤等のその他の成分を含有しても良い。
【００１６】
＜顔料＞
　インク中に含有される顔料は、インクを着色させ画像濃度を向上させるものである。
　インク中の顔料の含有量は、０．１ｗｔ％以上、５０．０ｗｔ％以下が好ましく、０．
１ｗｔ％以上、２０．０ｗｔ％以下がより好ましく、３．０ｗｔ％以上１５．０ｗｔ％以
下がさらに好ましい。
　また、前記顔料の５０％平均粒径（Ｄ５０）は、１０～５００ｎｍ以下が好ましく、５
０～２００ｎｍ以下がより好ましい。ここで、前記顔料の５０％平均粒径は、２３℃、５
５％ＲＨの環境下において、日機装株式会社製マイクロトラックＵＰＡで動的光散乱法に
より測定したＤ５０の値を示す。
【００１７】
　使用される顔料としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
　例えば、無機顔料、及び有機顔料のいずれであってもよい。これらは、１種単独で使用
してもよいし、２種以上を併用してもよい。また、顔料は黒（ブラック）用顔料、カラー
用顔料のいずれであってもよく、目的に応じて適宜選択することができる。
【００１８】
　前記無機顔料としては、例えば、酸化チタン、酸化鉄、炭酸カルシウム、硫酸バリウム
、水酸化アルミニウム、バリウムイエロー、紺青、カドミウムレッド、クロムイエロー、
金属粉、カーボンブラック、などが挙げられる。これらの中でも、カーボンブラックなど
が好ましい。なお、前記カーボンブラックとしては、例えば、コンタクト法、ファーネス
法、サーマル法などの公知の方法によって製造されたものが挙げられる。
　前記有機顔料としては、例えば、アゾ顔料、アゾメチン顔料、多環式顔料、染料キレー
ト、ニトロ顔料、ニトロソ顔料、アニリンブラック、などが挙げられる。これらの中でも
、アゾ顔料、多環式顔料などがより好ましい。
【００１９】
　前記アゾ顔料としては、例えば、アゾレーキ、不溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料、キレー
トアゾ顔料、などが挙げられる。
　前記多環式顔料としては、例えば、フタロシアニン顔料、ペリレン顔料、ペリノン顔料
、アントラキノン顔料、キナクリドン顔料、ジオキサジン顔料、インジゴ顔料、チオイン
ジゴ顔料、イソインドリノン顔料、キノフラロン顔料、ローダミンＢレーキ顔料、などが
挙げられる。
　前記染料キレートとしては、例えば、塩基性染料型キレート、酸性染料型キレート、な
どが挙げられる。
【００２０】
　黒色用のものとしては、例えば、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブ
ラック、チャンネルブラック等のカーボンブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７）類
、銅、鉄（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１１）、酸化チタン等の金属類、アニリンブラッ
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ク（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１）等の有機顔料、などが挙げられる。
　前記カーボンブラックとしては、ファーネス法、チャネル法で製造されたカーボンブラ
ックで、一次粒径が、１５ｎｍ～４０ｎｍ、ＢＥＴ法による比表面積が、５０ｍ２／ｇ～
３００ｍ２／ｇ、ＤＢＰ吸油量が４０ｍｌ／１００ｇ～１５０ｍｌ／１００ｇ、揮発分が
０．５％～１０％、ｐＨ値が２～９を有するものが好ましい。
　前記カーボンブラックとしては、市販品を用いることができ、前記市販品としては、例
えば、Ｎｏ．２３００、Ｎｏ．９００、ＭＣＦ－８８、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．
４５、Ｎｏ．５２、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００、Ｎｏ．２２００Ｂ（いずれも、三菱化
学株式会社製）；Ｒａｖｅｎ７００、同５７５０、同５２５０、同５０００、同３５００
、同１２５５（いずれも、コロンビア社製）；Ｒｅｇａｌ４００Ｒ、同３３０Ｒ、同６６
０Ｒ、Ｍｏｇｕｌ　Ｌ、Ｍｏｎａｒｃｈ７００、同８００、同８８０、同９００、同１０
００、同１１００、同１３００、Ｍｏｎａｒｃｈ１４００（いずれも、キャボット社製）
；カラーブラックＦＷ１、同ＦＷ２、同ＦＷ２Ｖ、同ＦＷ１８、同ＦＷ２００、同Ｓ１５
０、同Ｓ１６０、同Ｓ１７０、プリンテックス３５、同Ｕ、同Ｖ、同１４０Ｕ、同１４０
Ｖ、スペシャルブラック６、同５、同４Ａ、同４（いずれも、デグッサ社製）、などが挙
げられる。
【００２１】
　前記カラー用のものとして、イエローインクに使用できる顔料としては、特に制限はな
く、目的に応じて適宜選択することができ、例えばＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１、Ｃ．
Ｉ．ピグメントイエロー２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１４、Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー１６、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー７３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７５、Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー８３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー９５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９８、Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー１１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイ
エロー１２８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８
、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５１、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントイエロー１５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエ
ロー１７４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０、などが挙げられる。
【００２２】
　マゼンタインクに使用できる顔料としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができ、例えばＣ．Ｉ．ピグメントレッド５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド７、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８（Ｃａ）、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トレッド４８（Ｍｎ）、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７（Ｃａ）、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド５７：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ
．Ｉ．ピグメントレッド１２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４６、Ｃ．Ｉ．ピグメント
レッド１６８、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１８４、Ｃ
．Ｉ．ピグメントレッド１８５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０２、ピグメントバイオレ
ット１９、などが挙げられる。
【００２３】
　シアンインクに使用できる顔料としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができ、例えばＣ．Ｉ．ピグメントブルー１、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー２、Ｃ．Ｉ
．ピグメントブルー３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５
：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：４、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３４、Ｃ．
Ｉ．ピグメントブルー１６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー
６０、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６６；Ｃ．Ｉ．バット
ブルー４、Ｃ．Ｉ．バットブルー６０、などが挙げられる。
【００２４】
　前記顔料は、顔料が水性媒体中に分散されてなる顔料分散体としてインク中に添加され
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る。
　前記顔料を水性媒体中に安定に分散させるために、少なくとも１種の親水基が顔料表面
に直接結合し、分散剤の不存在下で安定に分散する、いわゆる自己分散型顔料分散体や、
後述するような顔料分散剤を用いた分散剤分散型顔料などあらゆるものを用いることが出
来る。ただし、自己分散型顔料、もしくは分散剤分散型顔料を用いることが好ましい。
　したがって、顔料分散体は少なくとも、顔料、水を含み、顔料の分散形態によっては分
散剤を必須成分として含む。前記顔料分散体は、更に必要に応じて水溶性樹脂、防腐剤な
どその他の成分を含有しても良い。
【００２５】
＜分散剤＞
　インク中に含有される分散剤は、顔料を水性媒体（水を含む媒体）中に安定に分散させ
るものである。
　インク中の分散剤の含有量は、顔料に対して５．０～４０．０ｗｔ％であることが好ま
しく、１０．０～３０．０ｗｔ％であることが安定した分散の観点からより好ましい。５
．０ｗｔ％未満であると顔料の分散安定性が劣り、顔料が凝集しやすくなり、４０．０ｗ
ｔ％を超えると、インクが泡立ち易くなるため気泡による目詰まりが発生しやすくなる。
【００２６】
　前記分散剤としては、特に制限はなく用いることができ、アニオン系界面活性剤、ＨＬ
Ｂ値１０～２０のノニオン系界面活性剤あるいは水溶性樹脂が好適であり、これらは１種
単独で使用しても良いし、２種以上を併用しても良い。
【００２７】
　前記アニオン系界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル酢
酸塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩（例えばＮＨ４，Ｎａ，Ｃａ等）、アルキルジフェ
ニルエーテルジスルホン酸塩（例えばＮＨ４，Ｎａ，Ｃａ等）、ジアルキルサクシネート
スルホン酸Ｎａ塩、ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物Ｎａ塩、ポリオキシエチレン
多環フェニルエーテル硫酸エステル塩（例えばＮＨ４、Ｎａ等）、ラウリル酸塩、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテルサルフェート塩、オレイン酸塩などが挙げられる。
　これらの中でも、ジオクチルスルホコハク酸Ｎａ塩、ポリオキシエチレンスチレンフェ
ニルエーテルスルホン酸ＮＨ４塩が特に好ましい。
【００２８】
　前記ＨＬＢ値１０～２０のノニオン系界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレ
ンアルキルエーテル、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン多環
フェニルエーテル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エ
ステル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルア
ミン、ポリオキシエチレンアルキルアミド、アセチレングリコールなどが挙げられる。
　これらの中でも、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレン－β－ナ
フチルエーテル、ポリオキシエチレンソルビタンモノオレエート、ポリオキシエチレンス
チレンフェニルエーテルが特に好ましい。
【００２９】
　前記水溶性樹脂としては、例えば、ポリアクリル酸、ポリメタクリル酸、アクリル酸－
アクリロニトリル共重合体、酢酸ビニル－アクリル酸エステル共重合体、アクリル酸－ア
クリル酸アルキルエステル共重合体、スチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－メタク
リル酸共重合体、スチレン－アクリル酸－アクリル酸アルキルエステル共重合体、スチレ
ン－メタクリル酸－アクリル酸アルキルエステル共重合体、スチレン－α－メチルスチレ
ン－アクリル酸共重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、ビニルナフタレン－マレイン
酸共重合体、酢酸ビニル－エチレン共重合体、酢酸ビニル－脂肪酸ビニルエチレン共重合
体、酢酸ビニル－マレイン酸エステル共重合体、酢酸ビニル－クロトン酸共重合体、酢酸
ビニル－アクリル酸共重合体などが挙げられる。
　これらの中でも、表面にカルボキシル基を有しているものが特に好ましい。
【００３０】
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＜界面活性剤＞
　インク中に含有される界面活性剤は、インクの表面張力を下げ、紙への浸透を容易にす
るものである。
　インク中の界面活性剤の含有量は、有効成分として０．１ｗｔ％～５ｗｔ％が好ましい
。０．１ｗｔ％未満であると紙への浸透性が充分でなくなるため、画像品質が劣化し、５
ｗｔ％を超えると泡立ちやすくなることによる不吐出が発生する。
【００３１】
　また、本発明においては、インクの安定した吐出を満足するために、寿命時間１５ｍｓ
（ミリ秒）における動的表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であることを必須としているため、
界面活性剤の添加量はこれを考慮して（制約事項を満たすように）設計されなければなら
ない。
【００３２】
　動的表面張力の測定は周知慣用の方法を用いて測定することができるが、本発明では最
大泡圧法によって測定されるものであることが好ましい。
　最大泡圧法とは、測定する液体に浸漬させたプローブの先端部分から気泡を放出させ、
泡を放出するために必要な最大圧力から表面張力を求める方法である。
　気泡の半径がプローブ先端の半径に等しくなるとき、最大圧力を示し、このときのイン
クの動的表面張力σは次式で表される。
【００３３】
σ＝（ΔＰ・ｒ）／２
【００３４】
（ここで、ｒはプローブ先端の半径、ΔＰは気泡にかかる最大圧力と最小値との差である
）
【００３５】
　また、本発明でいう表面寿命とは、最大泡圧法において、気泡がプローブから離れて、
新しい表面が形成されてから次の最大泡圧までの時間を言う。
　最大法圧法による動的表面張力の測定器は市販されており、例としてＤｙｎｏＴｅｓｔ
ｅｒ（ＳＩＴＡ社製）などが挙げられる。
【００３６】
　上記制約を満たしていれば、使用する界面活性剤は特に限定無く使用できる。
　両性界面活性剤、ノニオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤のいずれも使用可能で
あるが、顔料の分散安定性と画像品質との関係から、ポリオキシエチレンアルキルフェニ
ルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエステル、ポリオキシエチレンアルキルアミン
、ポリオキシエチレンアルキルアミド、ポリオキシエチレンプロピレンブロックポリマー
、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、アセチレ
ンアルコールのエチレンオキサイド付加物等のノニオン系の界面活性剤が望ましく用いら
れる。また、処方によってはフッ素系の界面活性剤やシリコーン系の界面活性剤を併用（
もしくは単独使用）することも可能である。
【００３７】
＜水溶性有機溶剤＞
　インク中に含有される水溶性有機溶剤は、インクに対する保湿効果の付与による吐出安
定性向上に寄与するものである。
　インク中の水溶性有機溶剤の含有量は、総量で５～５０ｗｔ％であることが好ましく、
１０～４０ｗｔ％以下であることがより好ましい。前記含有量が２５ｗｔ％未満であると
、インクとしての保湿性が充分に確保できず、含有させる有機溶剤種、溶剤比率によらず
吐出安定性が低下してしまう。また、前記含有量が５０ｗｔ％を超えると、インクジェッ
ト用インクの粘度が非常に高くなり、一般的なインク吐出装置での吐出し難くなったり、
紙面上での乾燥性に劣り、更に普通紙上の文字品位が低下したりすることがある。
【００３８】
　水溶性有機溶剤としては、以下のものが例示されるが、これらに限定されるものではな
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い。
　例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、１，３－ブタンジオール、３－
メチル－１，３－ブタンジオール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、
ポリプロピレングリコール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、グ
リセリン、１，２，６－ヘキサントリオール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、
２－エチル－１，２，４－ブタントリオール、１，２，３－ブタントリオール、ペトリオ
ール等の多価アルコール類、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコー
ルモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、テトラエチレングリ
コールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル等の多価アルコー
ルアルキルエーテル類、エチレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコール
モノベンジルエーテル等の多価アルコールアリールエーテル類、２－ピロリドン、Ｎ－メ
チル－２－ピロリドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン、１，３－ジメチルイミ
ダゾリジノン、ε－カプロラクタム、γ－ブチロラクトン等の含窒素複素環化合物、ホル
ムアミド、Ｎ－メチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等のアミド類、モノ
エタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエチルアミン等のアミン類、ジメチルスル
ホキシド、スルホラン、チオジエタノール等の含硫黄化合物、プロピレンカーボネイト、
炭酸エチレン等である。これらの水溶性有機溶剤は、単独または２種類以上混合して使用
することができる。
　前記の中でも、１，３－ブタンジオール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコ
ール及び／またはグリセリンを含むことが水分蒸発による吐出不良を防止する上で優れた
効果が得られる。
【００３９】
＜フィルター＞
　本発明に係るインク供給ユニット、インクジェット記録装置は、インクを供給するイン
ク供給路中に少なくとも１つのフィルターを具備してなる。該フィルターは、水に対する
前進接触角が１００°以下である。
【００４０】
　前記フィルターは、常時インクを接した状態になるため、耐腐食性の観点からステンレ
ス製であることが好ましく、中でも耐腐食性に優れていることからオーステナイト系ステ
ンレス、更に特にはＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３１６またはＳＵＳ３１６Ｌであることが望ま
しい。なお、前記フィルターは、ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３１６およびＳＵＳ３１６Ｌから
選ばれるいずれかを含むことが好ましいが、より好ましくはこれらのいずれかからなるこ
とである。
【００４１】
　本発明における前進接触角とは、ウィルヘルミー法における前進接触角を指し、値が小
さいほどフィルター表面の親水性が高いことを示す。
　本発明では、以下の手順で前進接触角を測定できる。
【００４２】
・ウィルヘルミー法
　測定したいフィルターを幅５ｍｍ、長さ１ｃｍに切り、ＫＳＶ社製Ｓｉｇｍａ７００に
セットする。次に、純水を入れたシャーレに５ｍｍ／ｍｉｎで浸漬させていき、サンプル
に働く力から以下の式により前進接触角を算出した。
　　　　Ｆ＝Ｌ・σ・ｃｏｓθ
（ここでＦはサンプルを前進させたときに働く力、Ｌはサンプルの周囲長、σは水の表面
張力、θは接触角）
【００４３】
　水に対する前進接触角が１００°以下のフィルターを得るための手段は特に限定されな
いが、製造後のフィルターに対して、硫酸、フッ酸などを用いた酸洗浄、水酸化物などを
用いたアルカリ洗浄、有機溶剤洗浄、超音波洗浄、不動態化処理、あるいは電解研磨処理
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などの処理を必要に応じて組み合わせて行うと良い。
　特に、金属性フィルターの場合、表面に発生したサビや、人などに由来する油汚れによ
って著しく疎水性となることがあり、前進接触角の値が大きくなってしまう。
　この場合の上記洗浄に加え、コーティング剤によって表面を処理することにより水に対
する接触角を小さくすることが可能である。
【００４４】
　また、フィルターの前進接触角の場合、単純なプレートを測定する場合と異なり、表面
の親水性だけでなく、フィルター内部への浸透しやすさというファクターが影響するため
、フィルターの空隙率の影響を受ける。
　フィルターの空隙率は、重量換算にて密度１００％に対する空隙量を表したもので、％
で表記される。
　本発明に用いられるフィルターの空隙率は、内部への液の浸透しやすさの観点から７０
％以上であることが望ましい。
【００４５】
　また、本発明に用いられるフィルターの形状は特に限定されることなく、条件を満たす
ものであれば公知のあらゆるフィルターを用いることができる。その中でも、ステンレス
繊維をフェルト状に積層して焼結した焼結フィルター、または、ステンレス繊維を綾畳織
して形成した綾畳織フィルターを用いると、より長期的な吐出信頼性のあるインクジェッ
ト記録装置やインク供給ユニットが得られるため望ましい。
【００４６】
＜溶存酸素量＞
　本発明では、インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満である。
　溶存酸素量の測定は周知慣用の方法を用いて測定することができるが、本発明では隔膜
電極法によって測定されるものであることが好ましい。隔膜電極法とは、ガス透過膜を透
過してきた酸素を電極上で還元し、電流量から溶存酸素量を算出する方法である。
　この方式による溶存酸素量測定器は市販されており、例としては、ＴＯＸ－９９９ｉ（
東興化学研究所社製）などを挙げることができる。
【００４７】
　また、インク供給ユニットは、複数の加圧液室、加圧液室に連通する孔径３５μｍ以下
のノズル及びインク供給路、並びにインクを吐出させる電気圧力変換手段または電気熱変
換手段を備えるインク吐出部、該インク吐出部に負圧を発生させるインクタンクを備える
インク供給部、前記インク吐出部と前記インク供給部との間に（換言すると、インク供給
路中に）フィルターが設けられた構成を有する。
【００４８】
　上記加圧液室に連通する孔径（＝ノズル径）は３５μｍ以下であり、より好ましくは３
０μｍ以下、さらに好ましくは２５μｍ以下である。
【００４９】
　使用するフィルターの孔径の上限としては、ノズルを詰まらせる異物を取り除くため、
ノズル径の半分以下である必要があり、４μｍ以上、１０μｍ以下であることが好ましい
。４μｍ未満であると、除去される必要のない顔料粒子まで捕捉されてしまい、フィルタ
ー寿命が短くなってしまう恐れがある。１０μｍを超えると、小径のノズルに対応しきれ
ず、ノズルを詰まらせてしまう異物が流出してしまう可能性がある。
【００５０】
［インクジェット記録装置、インクジェット記録方法、インク記録物］
　本発明に係るインクジェット記録装置は、上述したインク供給ユニットを備えることを
特徴とするものであり、他の構成については周知慣用のものを用いることができる。
　また、本発明に係るインクジェット記録方法は、前記インクジェット記録装置を用いて
インク滴を連続して吐出させ記録媒体に画像を形成することを特徴とする。
　さらに、本発明に係るインク記録物は、前記インクジェット記録方法で形成された画像
を有してなることを特徴とする。
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【実施例】
【００５１】
　以下、本発明の実施例について説明するが、本発明は下記実施例に何ら限定されるもの
ではない。
【００５２】
＜顔料分散体の調整方法＞
　以下に示すようにして、各顔料分散体を調整した。
（１）ブラック分散体Ａ
　ＣＴＡＢ比表面積が１５０ｍ2／ｇ、ＤＢＰ吸油量１００ｍｌ／１００ｇのカーボンブ
ラック９０ｇを２．５Ｎ（規定）の硫酸ナトリウム溶液３０００ｍｌに添加し、温度６０
℃、速度３００ｒｐｍで攪拌し、１０時間反応させて酸化処理を行った。この反応液を濾
過し、濾別したカーボンブラックを水酸化ナトリウム溶液で中和し、限外濾過を行った。
得られたカーボンブラックを水洗いし、乾燥させて、顔料濃度が２０質量％となるよう純
水中に分散させた。以上により、ブラック顔料分散体Ａを得た。
【００５３】
（２）シアン分散体Ａ
　前記（１）において使用する顔料をカーボンブラックからピグメントブルー１５：３に
変更したほかは前記（１）と同様にしてシアン顔料分散体Ａを得た。
【００５４】
（３）マゼンタ分散体Ａ
　　　顔料　：　ピグメントレッド１２２　　　　　　　　　　　　　　　２００質量部
　　　分散剤：　ポリオキシエチレン（ｎ＝４０）βナフチルエーテル　　　５０質量部
　　　水　　：　高純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５０質量部
　上記の混合物をプレミックスした後、ビーズミル分散機（寿工業株式会社製、ＵＡＭ－
０１５）を用い、直径０．０３ｍｍのジルコニアビーズで周速１０ｍ／ｓ、液温３０℃で
１５分間分散した後、遠心分離機（久保山商事株式会社製、Ｍｏｄｅｌ－３６００）で粗
大粒子を遠心分離してマゼンタ顔料分散体Ａを得た。
【００５５】
（４）イエロー分散体Ａ
　前記（３）において使用する顔料をピグメントレッド１２２からピグメントイエロー７
４に変更したほかは前記（３）と同様にしてイエロー分散体Ａを得た。
【００５６】
（５）ブラック分散体Ｂ
（ポリマー溶液の調整）
　滴下装置、温度計、窒素ガス導入管、撹拌装置および還流冷却管を備えた容量３リット
ルの四つ口フラスコに、メチルエチルケトン１，０００部を仕込み、液温を７８℃まで昇
温させた後、ｎ－ブチルメタクリレート７００部、ｎ－ブチルアクリレート４２部、２－
ヒドロキシエチルメタクリレート１５０部、メタクリル酸１０８部およびターシャリブチ
ルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート８０部とから成る混合液を４時間掛けて滴下し
た。更に、同温度で８時間反応を続けた。
　反応混合物を室温まで放冷した後、不揮発分が５０％となるようにメチルエチルケトン
を加えて希釈して、ポリマー溶液を得た。
【００５７】
（カーボンブラック顔料含有ポリマー微粒子分散体の調整）
　前記ポリマー溶液２８ｇとカーボンブラック顔料２６ｇ、１ｍｏｌ／Ｌの水酸化カリウ
ム溶液１３．６ｇ、メチルエチルケトン２０ｇ、イオン交換水３０ｇを十分に攪拌した後
、三本ロールミルを用いて混練した。得られたペーストをイオン交換水２００ｇに投入し
、十分に攪拌した後、エバポレーターを用いてメチルエチルケトンおよび水を留去し、５
μｍのフィルター（アセチルセルロース膜）で濾過して粗大粒子を除去することによって
、ブラック顔料分散体Ｂを得た。
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＜インクの製造方法＞
・顔料分散体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５質量部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０質量部
・ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
・１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
・界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
・高純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３９質量部
【００５９】
【表１】

【００６０】
　インク調整例１～７は上記表１に示したとおりの比率で混合し、１時間３０分撹拌後、
孔径０．８μｍのメンブレンフィルターでろ過し、インク１～７を得た。
　なお、インクの調整には２種類の界面活性剤を使用し、それぞれの調製例にて使用した
界面活性剤は表１に示した通りであり、界面活性剤Ａ、界面活性剤Ｂはそれぞれ以下のも
のを示す。
【００６１】
　界面活性剤Ａ　：　パイオニンＤ－１００７（竹本油脂社製、ポリオキシエチレンオク
チルエーテル）
　界面活性剤Ｂ　：　ソフタノールＥＰ－５０３５（日本触媒社製、第２級高級アルコー
ルエトキシレート）
【００６２】
　また、表１中の脱気処理の○×は評価前に脱気処理を実施したか否かを示し、脱気処理
を行ったものについてアスピレーターを使用した減圧脱気を実施した。
　表１中の溶存酸素量はＴＯＸ－９９９ｉ（東興化学研究所社製）を用いて評価直前に測
定した値である。
【００６３】
＜フィルター種について＞
　評価には６種のフィルターを使用し、各フィルターの材質、形状、空隙率、水に対する
前進接触角は下記表２の通りである。
【００６４】
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【表２】

【００６５】
　ここで、フィルターＡ～Ｆの処理方法の詳細は下記の通りである。
・フィルターＡは、事前に不態化処理をして使用しており、具体的には、室温にて濃硝酸
に２０分間含浸させたのち、高純水で充分にすすいでから使用した。
・フィルターＢは、電解研磨処理を行ってから使用しており、フィルターに電極を繋ぎ、
電解研磨液中で電流を流すことにより、表面の付着粒子を落とした。
・フィルターＣは、酸洗浄を行ってから使用しており、フィルターをフッ酸中に５分間浸
し、充分に酸を洗い落としてから使用した。
・フィルターＤは、コーティング処理を行ってから使用しており、具体的にはウォールガ
ード＃５０００（日本ビル技研社製）を高純水で希釈した液中にフィルターを浸し、超音
波を１０分間印加したのち、高純水で何度かすすぎ洗いをした。
・フィルターＥとＦは、特別な処理をせず、高純水に浸し簡単に汚れを落としたのち乾燥
して使用した。
【００６６】
　なお、水に対する前進接触角の測定方法は以下の通りである。
（１）各フィルターを幅５ｍｍ、長さ１ｃｍに切り、メタノールで１０分間超音波洗浄し
た後、高純水で十分にすすぎ、８０℃で減圧乾燥させた。
（２）フィルターをＫＳＶ社製Ｓｉｇｍａ７００にセットし、高純水を入れたシャーレに
５ｍｍ／ｍｉｎで浸漬させていき、フィルターの端面から３ｍｍ～８ｍｍの間を浸漬させ
ていった時のサンプルにかかる力の平均値から前進接触角を求めた。
（３）測定は各フィルターに対してサンプル片を４枚用意し、Ｎ＝４の平均値を測定値と
した。
【００６７】
　以上のようにして得られたインクおよびフィルターを用いて、フィルター通液性評価お
よび吐出特性評価を行った。評価結果と評価に用いたインクおよびフィルターの組み合わ
せを下記表３および４に示す。なお、フィルター通液性評価および吐出特性評価の方法お
よび基準については後述する。
【００６８】

【表３】
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【００６９】
【表４】

【００７０】
＜フィルター通液性評価＞
　金属製のバット２つをフィルターユニットで接続し、インクを注いで水頭差１５０ｍｍ
となるようにした。
　２５℃の環境下で、水頭圧１５０ｍｍａｑを維持しながらインクを流し、インク重量（
ｇ）あたりの流出時間を測定することで流体抵抗を算出した。
　初期（インク通液量０ｇ）からインク４０００ｇ通液時点までの流体抵抗の変化率を計
算した。
　変化率２０％未満までが許容範囲である。
　なお、著しい目詰まりを起こし、４０００ｇ通液できなかったものは×とした。
【００７１】
＜吐出特性評価＞
　インクジェットプリンター（リコー製ＩＰＳｉＯ　ＧＸ５０００）に作成したインクを
充填し、２５℃、５０％ＲＨ環境下、Ｔｙｐｅ６２００紙（株式会社ＮＢＳリコー製）に
２０Ｐ／Ｊのワンパスベタ印字を３回繰り返し行った。その後、ノズルチェックパターン
を印刷し、以下の基準で評価した。○までが許容範囲である。
【００７２】
[評価基準]
○：ノズル抜けが全く発生していない。
×：ノズル抜けが発生している。
【００７３】
　以上の評価結果によれば、実施例１～４は、他の実施例と比較しても優れた通液性能が
確保されていることが分かる。
　実施例５は、使用されるインクに含まれる顔料が樹脂被覆型顔料であり、顔料から遊離
した樹脂成分により実施例１～４より若干通液性が劣ることとなるが、充分な通液性を示
すことが分かった。また、実施例６は、使用されるフィルターの空隙率が７０％未満であ
り、フィルターの密度が高いため抵抗が上がりやすくはなるが、実施例５と同様、充分な
通液性を示すことが分かった。さらに、実施例７は、使用されるフィルターが鉄からなる
ものであり、オーステナイト系ステンレスで出来ているものと比較すると、耐錆性に劣る
ため、徐々に目詰まりを起こしやすくはなるが、許容範囲の通液性を示すことが分かった
。またさらに、実施例８は、使用されるフィルターの形状が平畳織であるが、十分な通液
性が確保できることが分かった。
【００７４】
　一方、比較例１は、使用されるインクの寿命時間１５ｍｓにおける動的表面張力が本発
明の範囲よりも低すぎる例であり、ヘッド部材に対して濡れ性が高すぎるためにそもそも
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満足に吐出できず、インクジェット用インクとして意味を成さないことが分かった。また
、比較例２～３は、使用されるインクに含まれる溶存酸素量が本発明の範囲よりも高すぎ
る例であり、インク中に含まれる空気はフィルター通過時に析出し、実質的に粗大粒子が
詰まってしまったのと同様の悪影響を与えるため、通液性能は大幅に劣ることが分かった
。さらに、比較例４～５は、使用するインクの水に対する前進接触角が本発明の範囲を超
えている例であり、フィルター表面の濡れ性が悪すぎるため、フィルターの材質や形状に
よらず、通液性は劣ったものとなることが分かった。またさらに、比較例６～７は、使用
するインク、フィルターとも本発明の範囲から外れている例であり、フィルター通液性は
極めて劣ったものとなることが分かった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７５】
【特許文献１】特開平９－１８７９５５号公報
【特許文献２】特開平９－１０９４１１号公報
【特許文献３】特開２００５－３２４４４４号公報
【特許文献４】特開２００６－０７０１０５号公報
【特許文献５】特開２００４－２０４０７５号公報
【特許文献６】特開２００９－１７３８２９号公報
【特許文献７】特開２００１－３０２９５１号公報
【手続補正書】
【提出日】平成30年9月7日(2018.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インク、及び該インクを供給するインク供給路中に設けられたフィルターを具備してな
るインクジェット装置であって、
　前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的
表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満で
あり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒が１，３－ブタンジオール、ジエチレングリコ
ールまたはグリセリンのいずれかを含有し、
　前記フィルターは、水に対する前進接触角が１００°以下であることを特徴とするイン
クジェット装置。
【請求項２】
　インク、及び該インクが通液するフィルターを具備してなるインクジェット装置であっ
て、
　前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的
表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満で
あり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒が１，３－ブタンジオール、ジエチレングリコ
ールまたはグリセリンのいずれかを含有し、
　前記フィルターは、水に対する前進接触角が１００°以下であることを特徴とするイン
クジェット装置。
【請求項３】
　前記動的表面張力が３７ｍＮ／ｍ以下であることを特徴とする請求項１または２に記載
のインクジェット装置。
【請求項４】
　前記インクは、界面活性剤を含有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記
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載のインクジェット装置。
【請求項５】
　前記インクを充填する充填部を具備してなることを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
かに記載のインクジェット装置。
【請求項６】
　前記インクは、前記溶存酸素量が０．９ｍｇ／Ｌ以上２．２ｍｇ／Ｌ以下であることを
特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載のインクジェット装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載のインクジェット装置を用いてインク滴を連続して吐
出させ記録媒体に画像を形成することを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項８】
　インク供給路中に設けられたフィルターを具備してなるインクジェット装置に用いられ
るインクであって、
　前記フィルターは、水に対する前進接触角が１００°以下であり、
　前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的
表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上３７ｍＮ／ｍ以下であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が
３ｍｇ／Ｌ未満であり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒が１，３－ブタンジオール、
ジエチレングリコールまたはグリセリンのいずれかを含有することを特徴とするインク。
【請求項９】
　インクが通液するフィルターを具備してなるインクジェット装置に用いられるインクで
あって、
　前記フィルターは、水に対する前進接触角が１００°以下であり、
　前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおける動的
表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上３７ｍＮ／ｍ以下であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が
３ｍｇ／Ｌ未満であり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒が１，３－ブタンジオール、
ジエチレングリコールまたはグリセリンのいずれかを含有することを特徴とするインク。
【請求項１０】
　界面活性剤を含有することを特徴とする請求項８または９に記載のインク。
【請求項１１】
　前記顔料は、自己分散型顔料、もしくは分散剤分散型顔料であることを特徴とする請求
項８乃至１０のいずれかに記載のインク。
【請求項１２】
　前記顔料が、ピグメントブルー１５：３、ピグメントレッド１２２、ピグメントイエロ
ー７４またはカーボンブラックのいずれかを含むことを特徴とする請求項８乃至１１のい
ずれかに記載のインク。
【請求項１３】
　前記溶存酸素量が０．９ｍｇ／Ｌ以上２．２ｍｇ／Ｌ以下であることを特徴とする請求
項８乃至１２のいずれかに記載のインク。
【請求項１４】
　顔料、水および水溶性有機溶媒を含むインクであって、
　寿命時間１５ｍｓにおける動的表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上３７ｍＮ／ｍ以下であり、
かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ未満であり、当該インク中の前記水溶性有機
溶媒が１，３－ブタンジオール、ジエチレングリコールまたはグリセリンのいずれかを含
有することを特徴とするインク。
【請求項１５】
　界面活性剤を含有することを特徴とする請求項１４に記載のインク。
【請求項１６】
　前記顔料は、自己分散型顔料、もしくは分散剤分散型顔料であることを特徴とする請求
項１４または１５に記載のインク。
【請求項１７】
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　前記顔料が、ピグメントブルー１５：３、ピグメントレッド１２２、ピグメントイエロ
ー７４またはカーボンブラックのいずれかを含むことを特徴とする請求項１４乃至１６の
いずれかに記載のインク。
【請求項１８】
　前記溶存酸素量が０．９ｍｇ／Ｌ以上２．２ｍｇ／Ｌ以下であることを特徴とする請求
項１４乃至１７のいずれかに記載のインク。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するための本発明に係るインクジェット装置は、インク、及び該インク
を供給するインク供給路中に設けられたフィルターを具備してなるインクジェット装置で
あって、前記インクは、顔料、水および水溶性有機溶媒を含み、寿命時間１５ｍｓにおけ
る動的表面張力が３０ｍＮ／ｍ以上であり、かつ当該インク中の溶存酸素量が３ｍｇ／Ｌ
未満であり、当該インク中の前記水溶性有機溶媒が１，３－ブタンジオール、ジエチレン
グリコールまたはグリセリンのいずれかを含有し、前記フィルターは、水に対する前進接
触角が１００°以下であることを特徴とする。
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